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藤
田
良
一
さ
ん
（
渋
沼
・
19
区
）
が
、
交

通
分
野
で
県
総
合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
か
ら
交
通
指
導
員

と
し
て
小
・
中
学
生
の
街
頭
指
導
や
交
通
安

全
教
室
、町
行
事
の
交
通
指
導
な
ど
に
尽
力
。

平
成
12
年
に
は
隊
長
に
就
任
し
、
現
在
も
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
賞
を
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
長
く
交
通
指
導
員
を
続
け

ら
れ
た
の
も
、
隊
員
の
皆
さ
ん
や
家
族
の
お

か
げ
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
町
か
ら
一
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
隊
員
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
へ
は
交
通
教
室
を
通
じ
て

交
通
ル
ー
ル
の
重
要
性
や
、
命
の
尊
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰

長
き
に
わ
た
り
交
通
指
導
に
尽
力

藤
田
さ
ん
が
交
通
分
野
で
県
総
合
表
彰

●

●
●
●
●
●

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
け
て

い
る
人
を
対
象
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

①
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

②
小
児
慢
性
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

③
慢
性
じ
ん
炎
（
じ
ん
機
能
不
全
）
で
人
工

透
析
を
受
け
て
い
る

④
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難
病

患
者
と
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る

▼
支
給
額
（
月
額
）　
３
、０
０
０
円

▼
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
障
害
者
手
帳
、

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑

▼
問
合
先
　
役
場
福
祉
課

Ｇ
47

−

５
０
２
４

福祉

該
当
す
る
人
は
、忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

特
定
の
病
気
の
人
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度

●

●
●
●
●
●

　
町
で
は
、
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の

人
を
対
象
に
歯
周
疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。

歯
周
病
は
単
に
歯
の
病
気
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
全
身
の
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
歯
周
病
予
防
に
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
や
、
歯
科
医
師
に
よ
る
定
期
検
診
が

と
て
も
大
切
で
す
。

▼
期
間
　
６
月
１
日
㊏
～
７
月
31
日
㊌

▼
実
施
歯
科
医
院
　
町
内
各
歯
科
医
院

（
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
会
員
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

が
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
人

▼
検
査
内
容
　
問
診
・
口
く
う
診
査

▼
検
診
料
金
　
５
０
０
円

※
70
歳
の
人
は
無
料
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　

歯
周
疾
患
検
診
お
知
ら
せ
通
知
（
対
象
者
に

は
個
別
に
通
知
）、
検
診
料
金
、
保
険
証

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

−

５
５
３
３

歯周疾患は歯肉がはれる「歯肉炎」
と、歯を支えている歯根膜、歯槽
骨が破壊される「歯周炎」を合わ
せた歯ぐきの病気の総称です

健康

あ
な
た
の
歯
ぐ
き
は
大
丈
夫
で
す
か
？

歯
周
病
は
、生
活
習
慣
病
で
す

●

●
●
●
●
●

▼
貸
出
期
間
　
７
月
27
日
㊏
～
８
月
11
日
㊐

※
宿
泊
は
２
泊
３
日
以
内
で
す
。

▼
対
象
　
東
毛
広
域
圏
内
（
邑
楽
町
、
太
田

市
、館
林
市
、板
倉
町
、明
和
町
、千
代
田
町
、

大
泉
町
）
に
在
住
の
人
や
社
会
教
育
団
体

▼
利
用
料
（
１
泊
）

小
・
中
学
生
３
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０
円
、

大
学
生
・
大
人
１
、０
０
０
円

▼
食
事
料
金
（
１
食
分
）　
朝
食
４
３
０
円
、

昼
食
５
０
０
円
、
夕
食
５
９
０
円

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
開
始
　
６
月
24
日
㊊
・
午
前
９
時

▼
申
込
・
問
合
先
　

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事
務
局

（
太
田
市
役
所
内
）
Ｇ
47

−

１
８
５
０

貸出

大
自
然
に
囲
ま
れ
て
合
宿
し
て
み
ま
せ
ん
か

林
間
学
校（
赤
城
山
）を
貸
し
出
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

林間学校で、赤城山の雄大な自然
を感じてみませんか

藤田良一さん（渋沼・19区）
町交通指導隊・隊長
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原
口
光
明
さ
ん
（
西
ノ
根
宮
内
中
島
・
24

区
）
が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
原

口
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
12
月
に
民
生
委
員
児

童
委
員
に
就
任
以
来
、
平
成
10
年
に
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
、
平
成
19
年
に
は

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
理
事
と
要
職

を
歴
任
。
24
年
間
に
わ
た
り
地
域
の
福
祉
向

上
に
努
め
、
生
活
相
談
や
援
助
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
原
口
さ
ん
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
老
人
に

は
特
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
の
重
責
を
長
く
担
う
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
と
家
族
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

原口光明さん（西ノ根宮内中島・24区）

褒章

町
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
24
年

原
口
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

●

●
●
●
●
●

　
天
谷
雄
一
さ
ん
（
横
町
化
楽
・
３
区
）
が
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
天
谷
さ
ん

は
、
昭
和
45
年
６
月
に
館
林
地
区
消
防
組
合

に
入
職
。
消
防
士
と
し
て
邑
楽
分
署
に
配
属

以
来
、
31
年
10
か
月
に
わ
た
り
消
防
業
務
に

携
わ
り
、
邑
楽
分
署
長
と
し
て
退
職
す
る
ま

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
職

務
に
精
励
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
谷
さ
ん
は
、「
小
学
校
の
火
災
や
銀
行

強
盗
の
人
質
救
出
な
ど
印
象
深
い
で
す
が
、

子
ど
も
の
交
通
事
故
や
水
難
事
故
で
の
出
動

な
ど
胸
の
痛
む
思
い
出
も
多
く
あ
り
ま
す
。

24
時
間
体
制
の
勤
務
も
あ
り
、
家
を
空
け
る

日
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
定
年
ま
で

職
務
を
全
う
で
き
た
の
も
家
族
の
支
え
の
お

か
げ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

叙勲

長
き
に
わ
た
り
消
防
の
職
務
に
精
励

天
谷
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
賞
を
受
章

●

●
●
●
●
●

天谷雄一さん（横町化楽・３区）

　
青
木
規
夫
さ
ん
（
前
原
・
４
区
）
が
、
商

工
分
野
で
県
総
合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
は
、
平
成
3
年

5
月
に
設
立
さ
れ
、
青
木
さ
ん
は
設
立
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
。
現
在
副
会
長
と
し
て
、

県
内
の
情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
青
木
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
大
変
驚
い

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

一
を
聞
い
て
十
を
知
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の

で
き
る
人
材
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
県
内
Ｉ
Ｔ
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て

若
い
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰

情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
貢
献

青
木
さ
ん
が
商
工
分
野
で
県
総
合
表
彰

●

●
●
●
●
●

　
関
山
清
さ
ん
（
前
原
・
４
区
）
が
、
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
関
山
さ
ん
は
、

昭
和
43
年
に
東
武
鉄
道
㈱
に
就
職
。
電
気
機

関
車
の
運
転
助
手
を
振
出
し
に
、
伊
勢
崎
線

や
小
泉
線
な
ど
の
運
転
士
、
大
宮
駅
の
駅
長

な
ど
を
務
め
、
東
武
動
物
公
園
駅
の
駅
長
と

し
て
退
職
す
る
ま
で
乗
客
の
安
全
第
一
に
、

そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
関
山
さ
ん
は
、「
何
よ
り
公
共
交
通
機
関

の
任
務
と
し
て
、
お
客
様
の
安
全
は
第
一
で

す
。
台
風
や
雪
の
時
は
電
車
が
ダ
イ
ヤ
通
り

動
く
か
ど
う
か
、
特
に
気
を
使
い
ま
し
た
。

夜
中
に
呼
び
出
さ
れ
、
し
ば
し
ば
出
勤
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
年
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
も
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

叙勲

乗
客
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
鉄
道
業
務
に
精
励

関
山
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
賞
を
受
章

●

●
●
●
●
●

前町民生委員児童委員協議会会長 元館林地区消防組合消防指令長

関山 清さん（前原・４区）
元東武鉄道㈱東武動物公園駅管区長

青木規夫さん（前原・４区）
県情報サービス産業協会副会長


